
●

19:00
医療と福祉の多職種勉強会 Zoomにて

伊豆保健医療センター

月 内容 佐久市との合同研修～ケーススタディ～ 参加 歓迎

20:00 0558-76-0111
13

内容
事例検討⑦
マニュアルの見直し

参加

主任ケアマネ連絡会

障がい福祉課

0558-76-8007

難病患者等ホームヘルパー養成研修

～14
0558-76-8010

地区健康講座

認知症キャラバン・メイト研修会

及び交流会
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人生終盤を地域で自分らしく生きるための自己選択について、

どのような支援ができるかをグループワークで考えます。
参加 資料入手可

0558-76-8007

16:00
相談支援事業所部会

障がい福祉課

内容 参加

参加

不可

認知症施策について／チーム対象者および
助言依頼ケースの支援方法の検討

大仁庁舎

第3会議室

事例検討

各教室

開催時

間

本庁

第1会議室

資料入手可

16

火

相談センター

参加 不可

相談センター

0558-76-8010

大仁庁舎

第1会議室

0558-76-8010

大仁庁舎

第3会議室

17:30

歓迎内容 参加木 家族支援モデルを活用したケース検討

自主勉強会
19:00

相談センター

木

17:00

不可

相談センター

不可

長岡包括主催　事例検討会

歓迎

認知症地域支援推進員連絡会/

認知症初期集中支援チーム員会議

内容

14:30

16:30

参加

火

各公民館等
相談センター

参加

相談支援事業所部会　研修会

0558-76-8010

～火

13:30

15:00

くぬぎ会館
相談センター

内容

内容 参加

参加内容
研修会　【講師】長徳寺鶴見住職　【内容】認知症の人やその家

族と接する時の心構え／スピリチュアルケアについて

12:00

15:00 0558-76-8010

内容

2

認知症独居高齢者の事例をもとに、民生委員と

ケアマネジャーのの連携方法を検討する

場所 主催日
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可能

内容

月

大仁庁舎

第１会議室

健康は口から。元気は食から。

相談センター

０５５８－７６－８０１０

木

木

0558-76-8010

韮山福祉・

保健センター韮山圏域　地域ケア圏域会議

韮山福祉・保健

センター

大仁庁舎

第1・2会議室

相談センター

10:00

0558-76-8010

時間 イベント名

13

 

　　『保健師』の仕事を紹介！
　　～「職業人に話を聞く会」 in大仁中学校～
　

　「働くことやその意義についての話を聞き、職業や進路設

計について関心を高め、自分の考えを持てるようにする」こ

とを目的に、大仁中学校2年部が企画した「職業人に話を

聞く会」へ、保健福祉・こども・子育て相談センターより保健

師が講話を行いました！市内より、パン製造業・医薬品製造

業・生花販売・IT情報技術サービス業・ホームページ作成

業・地方公務員(警察署，行政)からも講話がありました。

　保健師の仕事について、「やりがいは何ですか？」等の質

問もあり、中学生たちのとても積極的な姿勢に、大人たちの

学びや気づきも深まりました。
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【接種会場について】

　●集団接種会場：11月7日（日）の予約で終了しています。

　●個別接種

　　　＊順天堂大学医学部附属静岡病院

　　　　　：12月17日（金）まで（土日祝日除く）の予約受付中。

【3回目のワクチン接種について】

　新型コロナワクチンの3回目の接種の実施についての方針が国から示されまし

た。伊豆の国市としても、国の方針に基づき、接種体制を整えていく予定です。

　●今後のスケジュール

　　　＊11月19日：3回目接種券（医療従事者・12月接種者分）を発送

 　  ＊12月中旬：3回目接種券（医療従事者・1月接種者分）を発送予定

     ＊1月以降：接種可能となる日の1週間前までを目途に順次送付予定

　●対象者・回数

　　　　2回目接種を完了した者のうち、原則8か月以上経過した18歳以上

　　　　の者を対象に、1回の追加接種を行う。

　●開始時期

　　　＊医療従事者…令和3年12月以降順次（2回目接種終了から原則

　　　　　　　　　　　　　　　　　8か月以上経過した方から）

　　　＊市民…令和4年2月以降順次（2回目接種終了から原則8か月以上

　　　　　　　　　　　経過した方から）

その他、詳細につきましてはホームページをご確認ください。

https://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/shingatakoronakanrenjoho.

html　　　　⇒　　　　　　　　　【問い合わせ先】

　　　　　　　　　　　伊豆の国市コールセンター

　　　　　　　　　　　0570-055-671(平日8：30～17：15)

木

水

16

14

16

新型コロナウィルスワクチン接種に関する情報

14:00

18:20

15:00

13:30

内容

13:30
大仁圏域　地域ケア圏域会議

13:30

15:00

災害対応：民生委員とケアマネジャーをつなぐ

共有ツール

伊豆の国市から、医療・福祉・介護に携わる皆様と共有したい情報を発信します。

R3.12.1発行
静岡県伊豆の国市役所 福祉事務所

保健福祉・こども・子育て相談センター

電話：0558－76－8010

COVID-19感染症拡大防止のため、急きょ、中止や延期となる可能性もあります。

各種会議等の開催については、各主催者にお問い合わせ下さい。

今月の1枚

事前連

絡



　

　　

　　　　　　　

相談支援事業所部会

いちごの里

実施名 第２回　SC連絡会

2021/11/17 場　所日　時

　市内外の11の医療機関の医療ソーシャルワーカーやOT、入退院支援看護

師より、各医療機関の特徴や入退院支援における現状についてご報告をいた

だきながら、

ケアマネジャーとの顔の見える関係づく

りを行いました。日頃、“医療機関の顔”

としてご活躍されているMSW等の皆様と

地域のマネジメントを支えているケアマ

ネジャーの連携が図れることで、対象者の

“自分らしい”在宅支援を検討できる機会

となりました。

担当

民生委員、地域包括支援センター、

第１層・第２層生活支援コーディネーター

　今回から各圏域から１名民生委員も出席していただき、地域の実情につ

いて意見交換を行いました。民生委員が参加したことで、より住民目線の

情報を得ることが出来ました。

　例えば、サロンだけでなくシニアクラブのメンバーも高齢化し、新規加

入者がいないこと。男性の参加者はいても少人数で少ないこと。役割が明

確であると一人一人責任を持って生き生きと活動できること。長距離の移

動も困難となってきているが、5分～10分くらいの短距離の範囲も移動困

難になってきているという話が出ました。

　今後、地域の困り事が、介護保険サービスではない助け合いで解決でき

る方法を検討していける場となっていければと思います。

名11

内容

担当

参加者

会議名
伊豆の国市・函南町介護支援専門員連絡会/市協働

「第2回　多職種連携研修会」

場　所
Zoomミーティングによる

オンライン

参加者 48 名
伊豆の国市内・近隣市町の医療機関の連携室・相談室

等の相談員や入退院支援看護師など、医師、作業療法

士、ケアマネジャー

内容 医療機関の相談員とケアマネジャーの連携を強化する

古野

地域の実情等意見交換

野口

会議名 認知症サポーター養成講座

日　時 2021/11/11

2021/11/11

担当

インシデントプロセス法を用いた事例検討

相談支援事業所、障がい福祉課、相談センター

 中伊豆地区地域包括支援センターの河口愛さん、若林なつめさんを講師にお招き

し、インシデントプロセス法を用いた事例検討について、学びました。

 インシデントプロセス法とは、提示された簡単なインシデント（出来事）につい

て、参加者皆で質問をすることにより、その背景にある事実関係、関係者の行動

などを把握、共有し、検討する方法です。

　限られたインシデントに対する質問を考えていく中で、情報が参加者にとって

主体的に共有されるため、該当事例についての対応策も主体的に考えることがで

きます。事例提供者の準備の負担も減り、いつもはあまり発言しないような人も

気軽に発言することができるなど楽しい研修会になりました。今後は、この方法

を取り入れ事例検討をより効果的なものとしていきます。

大沼

参加者 名

内容
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場　所 大仁庁舎2階　第3会議室

会議名

日　時 2021/11/18 場　所
白寿医療学院
理学療法学科

参加者 名

内容

日　時

市内3圏域の内、最も高齢化率が高く(34.2％(R3.4.1時点)）、一人暮

らし高齢者世帯率も高い（21.６％(R3.4.1時点)） 長岡圏域。これまで

の地域ケア個別会議より挙げられた、長岡圏域の課題として、「一人暮

らし高齢者が多いため、高齢者の変化に気が付きにくい」「マンション

やアパート住まいが多く、地域とのつながりが希薄」「関わり始めた時、

症状が重症化している方が多い」ことが挙がっていました。

コロナ禍でますます、高齢者の変化に気づきにくくなる中、圏域内の

店舗や事業所、区・民生委員、の皆さんと日常の生活や業務内で高齢

者の“ちょっとした変化”に気づき、高齢者を見守るネットワークづくりに

ついて話し合いました。

韮山圏域では先行して実施されていますが、

長岡圏域に続き大仁圏域でも単地区ごとの

みまもりネットワークの構築を展開していく

予定です！

こどもを虐待から守ろう！というメッセージを込め、

１１月の児童虐待防止月間に

反射炉のオレンジライトアップを行いました。

【今回の会議参加】

・区長 ・不動産業 ・薬局

・金融機関 ・マンション管理人

・スーパー ・小売店 ・高齢者施設

・民生委員 ・ケアマネジャー

・介護保険事業所 ・弁護士

・社協 ・行政 …など

ご協力いただく店舗や機関には

こんなステッカーが貼られます！


